











































（ 『万葉集』巻七 ・ 一三二二番歌、作者未詳）





















（ 『万葉集』巻一 ・ 四二番歌、柿本人麻呂）
 






















檜の香に包ま た 正宮は想像以上に素朴な雰囲気の木造建築だった。その建築様式は「唯一神明造り」と呼ばれ、弥生時代の穀倉に起源を持つとされている。一定の期間を置いて遷宮が行われる理由の一つに 、このような神の住処を建てるため 技術を後世に伝えるということがあるとも言わ ている。古代の日本人がどのような建物で生活していたのか、伊勢神 の新殿は私達 教 てくれる。
（ 『万葉集』巻一・四二番歌、柿本人麻呂）






























 御樋代木奉曳式 遷宮の際に御形（御神体）を納める「 樋代」 用材 運ぶ。
　
式年遷宮では各作業を開始する前に必ずと言ってい
いほど、 神に祈り、 供物を奉げる。これは各儀式で「神からの災厄を回避する」 という目的があるからである。日本の神は八百万の神であり、祟り神でも 。山の
御手洗場となっている。正宮へ至る参道には白い砂利が敷き詰められ、綺麗に舗装されている。そこを歩いていく参拝客の列は途切れることがなかった。
式年遷宮で造営された正宮の新殿に辿り着くと、そこは檜の香に包まれていた。正宮は想
像以上に素朴な雰囲気の木造建築だった。その建築様式は「唯一神明造り」と呼ばれ、弥生時代の穀倉 起源を持つ され 一定の期間を置いて遷宮が行われる理由の一つには、 こ ような神の住処を建てるための技術を後世に伝えるということ あ とも言われている。古 日本人がどのような建物で生活していたのか、伊勢神宮の新殿は私達に教えてくれる。
内宮参拝の後、昼食をとるためにおかげ横丁に向かった。おかげ横丁とは平成五年の式年





















民」の手で運ばれる。 「神領民」は伊勢の人々であり、伊勢神宮への信仰心も厚く、 「式年遷宮は自分達の手により行われている」 という自覚を持 いたという。現代の 「神領民」 は伊勢の住民とは限らず、 全国 人々が「神領民」として御木曳に参加することができるそうだ。
　【女性が中心的役割を担う儀式】 （二〇〇八年四月～）
・
 鎮地祭……一般の地鎮祭に当たる。主宰者は「物忌の童女」 である。その奉仕 より神々の加護を得て、新殿の安泰が保障される。
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参宮街道資料館に行き、館長の世古富保先生からお話を伺うことができた。古市は伊勢参宮を済ませた人々の精進落としの場として、江戸の吉原 京の島原と並ぶ三大遊廓の一つに数えられた。近松門左衛門の浄瑠璃で有名な「女殺油地獄」は、 の地の妓楼・油屋でおこった殺傷事件「油屋騒動」に取材したものだという。また 当地で行われた伊勢歌舞伎は、かつて 松本幸四郎・尾上菊五郎らが来訪するなど役者の登竜門といわれたそうだ　
二見浦の禊ぎで身を清め、門前町を楽しみ、外宮・内宮

















神宮を訪れるところにあったが、 上代文学に留まらず 色々な角度から伊勢とその周辺 土地 観察することができ、私にとって大変興味深いものとなった。　
そして、私だけでなく、万葉旅行に参加した学部生の皆
さんが、この研修旅行を経て日本 学・日本文化 研究に
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より関心を深めてくれることを祈念している。
（かみや
　
みどり・実践女子大学大学院文学研究科
国文学専攻博士前期課程二年）
